






要約:妊娠 35～38 週の正常妊婦 7名を対象として、妊婦水泳教室参加時の母体および胎児

の心拍数の変動を検討した。母体心拍数は水泳により明らかに増加し、休息により減少し

た。また、胎児心拍数の変化は、母体水泳中に増加する傾向を示した。

母体心拍数の増加は運動負荷による直接的変化ばかりでなく、不適切な息継ぎによる低酸

素状態の影響も考慮する必要がある。このことから、胎児もある程度の低酸素状態に陥っ

ており、心拍数の増加傾向をきたしている可能性が示唆された。

妊婦スポーツの安全管理においては、運動負荷強度ばかりでなく、その実施に際しての持

続時間についても慎重な配慮が肝要である。


